
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

課　名 農林整備課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

6 3 1 226 頁 農地費 農業農村整備事業

目
的

農業振興策と連動した農業生産基盤の整備及び集落環境の整備により、高品質作物、戦略作物等
の安定生産に取り組める生産環境の構築

対
象

受益者

事
業
概
要

　○市営土地改良事業
　　　・農業体質強化基盤整備促進事業（Ｈ24繰越）・・・農地の排水条件の整備、水利施設の補修・修繕を10地区実施
　　　　24,958,950円
　　　・農業体質強化基盤整備促進事業（平成25年度）・・・農地の排水条件の整備、水利施設の補修・修繕を18地区実施
　　　　50,464,050円
　　　・土地改良施設維持管理適正化事業・・・原の前ため池浚渫工事、　拠出金の納付（4地区）　1,467,000円
　　　・震災対策農業水利施設整備事業（Ｈ24繰越）・・・農業水利施設（1地区）、農道橋の耐震性点検、調査（5橋）
　　　・震災対策農業水利施設整備事業（Ｈ25年度）・・・農道橋、トンネルの耐震性点検、調査（5橋、1箇所）
　　　・農業経営高度化支援事業・・・県営経営体育成基盤整備事業緒方地区土地利用調整計画の推進　403,000円
　　　・各種協議会等負担金事業・・・構成員となっている協議会負担金及び土地改良事業団体連合会賦課金　（5件）　1,318,700円
　　　・土地改良事業償還金・補助金事業・・・土地改良事業で実施した市道改良分の償還金の納付及び市負担分を補助金として償還
        金納付団体へ交付　　　（三重町　9件　17,758,313円・大野町　1件　479,364円）
　
　○農地水保全管理支払交付金事業
　　　・共同活動支援事業・・・集落が共同で行う農地、農業用施設、集落環境の保全活動に対して、対象面積に応じた交付金を大分県
        地域協議会が各組織へ交付、64組織の取組　（協議会負担金　16,236,723円）
　　　・向上活動支援事業・・・集落が実施する水路、農道等の農業用施設の補修、更新などの活動に対して、対象面積に応じた交付金
        を大分県地域協議会が各組織へ交付、17組織の取組　（協議会負担金　4,201,900円）
　　　・農地水保全管理支払推進事業・・・事業の適切な実施にむけ活動組織の指導及び事業の確認事務　（事務経費　577,831円）
　
　○土地改良区育成事業
　　　・土地改良区運営補助・・・常時職員を雇用している土地改良区へ運営補助金として交付　（8土地改良区）　12,442,000円
　　　・土地改良事業負担金補助（平成25年度）・・・土地改良事業実施団体へ事業費負担軽減のため補助金を交付
　　　　3,112,000円　　（2事業3地区）
　　　・土地改良事業負担金補助（平成24年度繰越）・・・土地改良事業実施団体へ事業費負担軽減のため補助金を交付
　　　　1,868,000円　（1事業地区、1土地改良区）　　　　1,868,000円　（1事業地区、1土地改良区）

　○県営等土地改良事業
　　　・県営土地改良事業負担金・・・県営土地改良事業負担金の納付（8事業実施）　87,820,000円

40,735 19,066 33,679 3

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般
評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）

予算現額
（千円）

決算額
（千円）

臨時 市営土地改良事業
対策工事18地区実施

工事請負費 113,092 93,480

臨時
市営土地改良事業
（H24繰越）

対策工事10地区実施
工事請負費 37,136 36,502 32,400 2,279 1,823 3

572 20,444 3臨時
農地水保全管理支払交付
金事業

協議会負担金（事業費
の25％）

負担金補助
及び交付金

21,061 21,016

臨時 土地改良区育成事業
運営補助金及び事業
費負担補助金3地区

負担金補助
及び交付金

16,004 15,554 315,554

1,868 3

臨時 県営等土地改良事業
県営事業負担金 負担金補助

及び交付金
90,401 87,820 60,100 19,727

臨時
土地改良区育成事業
（H24繰越）

事業費負担補助金1地
区

負担金補助
及び交付金

1,869 1,868

7,993 3

計 279,563 256,240 73,707 60,100 41,072 81,361
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

目標 39．830億円 目標 79．154億円

成
果
指
標

指標名 農業生産額 目
標
年
度

Ｈ27

指標の設定理由

総合計画/後期基本計画において、基本施策（4-1-2）目標達成のために重要な
施策となっている数値 120億円/年

Ｈ２５

農業生産額
－ －

目標

活
動
指
標

指標 a 県営中山間地域総合整備事業費 ｂ

目標 9．631億円

広域営農団地農道整備事業費 ｃ 基幹水利ストックマネジメント事業費 ｄ

数値

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４

億円
27.30

68.5

億円

％ 79.5 ％ 87.7－ － －

－
a

県営中山間地
域総合整備事
業費

90.6 ％ 95.6 ％ 96.6 ％

31.65 億円 34.94 億円

％

32,383 31,522

ｄ
－ －

75.70

課題
c

基幹水利ストッ
クマネジメント
事業費

億円
4.15 億円

Ｈ２６ 方向性

279,785 355,916

51.6

b
広域営農団地
農道整備事業
費

億円
71.70

4.67 億円 4.97 億円

昭和３０年、４０年代にかけて盛んに整備された土地改良施設の老朽
化が進み、施設の更新時期を迎えているが、その対応が大きな課題
となっている。

43.1 ％ 48.5 ％

－

うち経常経費 55,054 40,730

％

国・県の補助事業を活用していく。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

財
源

国　　費 31,191 27,500

60,100 66,600

県　　費 28,824 43,152 46,207 28,392

市　　債

理由

256,240 240,442
前年並

対応（改善点等） － － －

６．Ｈ２７年度予算の方向性

億円 億円 76.46 億円

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

一般財源 198,824 234,323 81,361 97,637

うち経常

源
内
訳

60,100 66,600市　　債

そ の 他 52,137

55,054 40,730 32,383 31,522

着眼点 分析 分析根拠

　来年度以降も事業計画どおり
継続して事業実施する予定で
ある。

47,250 41,072 47,813

事業費に係る人件費 10,750 12,023 16,564 15,524

事業費に係る人役 2.50 2.80 3.80 3.50

継続 事業を検証し、効果的な事業執行に努めること。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 2

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 2

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 3

事業の方向性 評価内容

農業者の高齢化や、後継者不足により受益
者、受益地が減少するなかで、施設の管理、更
新に係る経費が年々増大している。

事業によっては、土地改良区や水利組合が事
業主体となって実施出来るものがある。

水路等の水利施設においては、農業用の水利
以外にも治水や防火水利としての役目も担っ
ている。

事業計画に基づき、関係地区、関係者への事
業説明を行い、緊急性の高い箇所から随時事
業に着手し早期に事業効果をあげられるよう
努めている。

支障となっていた農業生産基盤が整備された
ことで、農作物の安定した生産が可能となり経
営基盤の強化が図られると判断する。
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